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レジオネラ・ニューモフィラ

Legionella pneumophilaを代表とするレジオネラ属菌による
呼吸器系の感染症

環境から感染し、ヒトヒト感染しない

（ワクチンがない）

（抗生物質を間違えると効かない）

重症型 レジオネラ肺炎

軽症型 ポンティアック熱
インフルエンザに似た熱性疾患

レジオネラ症とは

イラスト：新版 レジオネラ症防止指針より
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レジオネラ症

レジオネラ症の届出（4類全数）
マスクで感染が防げない場面、風呂や家庭環境？
新型コロナウイルスの流行の影響で、公衆浴場の衛生悪化？

死亡は例年50人程度

尿中抗原検査
保険適用2003

尿中抗原検査
日本呼吸器学会

ガイドラインに2005

LAMP法
喀痰検査

保険適用2011

1/3が浴場関係？

新
型

コ
ロ

ナ
？

2000
～

3https://www.niid.go.jp/niid/images/idwr/sokuh
o/idwr-2024/202452/2024-52-zensu.csv 他

2024R6
過去最高（速報）

2,419
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レジオネラ症

侵襲性肺炎球菌感染症の届出（5類全数）

ヒトヒト感染する
肺炎球菌ワクチンがある
侵襲性（無菌部位の髄液や血液から菌が検出の重症例
（髄膜炎、菌血症を伴う肺炎、敗血症など））が届け出
減少しなかったレジオネラはどこでどの様に感染しているのか？

新型コロナ対策

4
https://www.niid.go.jp/niid/images/idwr/sokuho/idwr-2024/202452/2024-52-zensu.csv 他



レジオネラ感染国内の大きな事例

年月 都道府県 施設 感染源 患者数 確定症例数 死亡者数

1 1980.8-9 福岡 病院 7 7 1

2 1994.8 東京 研修所 冷却塔 45 1 0

3 1996.1-2 東京 病院新生児病棟給湯器、加湿器 13 4 1

4 2000.3 静岡 温泉施設 循環風呂 23 2

5 2000.6 茨城 温泉施設 循環風呂 45 27 3

6 2002.4-7 福島 乳児院 不明 21 8 0

7 2002.7 宮崎 温泉施設 循環風呂 295 46 7

8 2002.8 鹿児島 温泉施設 循環風呂 9 1

1) LpSG1以外; 1, LpSG4; 2, LpSG7; 3, LpSG1+SG6。

2) ポンチアック熱

→主に循環式浴槽が、健康危害を発生させていた

＞緊急避難的に、塩素消毒でプール並みの管理が徹底された

レジオネラ属菌集団感染事例、古い分



入浴施設のレジオネラ属菌集団感染、最近

• 2015H27 岩手県盛岡市 公衆浴場
13名感染 内1名死亡

• 2017H29 広島県三原市 公衆浴場
58名感染 内1名死亡

• 2022R4 兵庫県神戸市 ホテル入浴施設
2名感染 内1名死亡



日本国内でも冷却塔などの環境を疑う
レジオネラ集団感染が報告されるようになった

• 2023R5 宮城の病院の冷却塔
• 病院の利用歴がなく、半径3km以内に自宅や勤務先のある

男女11人が感染

• 病院利用者8人（内死亡2）

• 2023R5 大阪の冷却塔疑い
• 曝露源と示唆された冷却塔を含む半径約1.5km以内にて、例

年を上回る、約1カ月間に20名のレジオネラ症患者の発生

• 2024R6 ？？？ ２件？

生活衛生、人工の水周り等、の管理は大事
R7年度の次の研究班から課題に含める計画



浴場施設がレジオネラ培養器相当、
を対策中

微生物の増殖、系内に蓄積

レジオネラ属菌発生

入浴者の垢（有機物）

浴場施設

浴槽水

有 機 物

細 菌 類

アメーバ

レジオネラ属菌

水環境にある生態系ピラミッド

浴槽水の循環ろ過

ろ過器

レジオネラ肺炎の危害！
（角膜炎や脳炎のリスクも）

←モノクロラミン消毒

高濃度消毒・オゾン→

疫学

衛生指導

迅速検査
培養検査

新規洗浄法

精度管理

厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）
「公衆浴場の衛生管理の推進のための研究」



ろ過器等での微生物の繁殖

↓

系内に蓄積、生物浄化

↓

アメーバ・レジオネラ発生

循環式浴槽のアメーバ・レジオネラの対策
モノクロラミン消毒

入 浴 者 源 泉 水 道 水

浴槽水

モノクロラミン消毒

1.蓄積する汚れは徹底排除
完全換水、溢水、物理洗浄、化学的洗浄

2. 安全のための消毒、
汚れを蓄積させないための消毒、

→モノクロラミン消毒



施設との対話
～非培養の検査や洗浄消毒の活用



現地施設との対話・連携 レジオネラリスクの低減

衛生管理の向上

公衆浴場

衛生管理者

各種洗浄・消毒法

保健所
（環境衛生監視員）

施設の衛生
状態は一定
ではない

監視・指導

浴場施設の衛生管理者との対話

配管洗浄業者等

重要管理点の共有

研究班、成果の実装

衛生管理マニュアル
への反映

様々な非培養の検査

定期的な
情報交換

データ可視化と
対話

例：フローサイトメトリー法による細菌数とレジオネラ検査陽性率との関係



ATP 細菌数 従属栄養細菌

生LEG遺伝子 全LEG遺伝子 温度

事例１. 高温の温泉 （O施設）

ａ） O施設の模式図と採水地点 b） 冬季（左）→夏季（右）の各種指標の比較

定期的な貯湯槽および配管洗浄の必要性、温度管理の重要性（＞60℃）が施設衛生管理者の
衛生管理意識の向上に役立ち、60℃保温の意義を確認して冬季の高温管理の目標値とした。

※施設の意向でレジオネラ属菌培養検査は実施していない。

源泉
（105℃）

②貯湯槽

冷却装置
（目的：温度
の一次冷
却、吐出時
に析出する
スケール除
去）

③近辺客室
(湯口水)

④遠位客室
(浴槽・湯口水)

①受湯槽
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ATP 細菌数 従属栄養細菌

生LEG遺伝子 全LEG遺伝子 温度

事例２. 高温の温泉 （P施設）

ａ） 施設の模式図と採水地点

貯湯槽
（コンクリ製）

③

①
源泉

④
② 貯湯槽

（コンクリ製）
グランピング

施設浴槽

b） 冬季（左）と夏季（右）の各種指標の比較

高温管理の重要性、定期的な貯湯槽洗浄の必要性など、施設衛生管理者の衛生管理意識の向上
保温性の高いコンクリート製貯湯槽によるレジオネラを含む微生物制御を確認

※施設の意向でレジオネラ属菌培養検査は実施していない。

0

20

40

60

80

100

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

温
度

（
℃

）

A
T

P
 (

R
L
U

)
, 
細

菌
数

(C
e

ll
s
/
m

L
)

生
・
全

L
E

G
遺

伝
子

(C
F

U
-e

U
/
1
0

0
m

L
)

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

A
T

P
 (

R
L
U

),
 細

菌
数

(C
e

ll
s
/m

L
)

生
・
全

L
E

G
遺

伝
子

(C
F
U

-e
U

/
1
0

0
m

L
)

010



事例３. 省力化配管洗浄剤（R施設）

※

検水中の細菌
（フローサイトメトリー
FCM）

中和処理洗浄処理 すすぎ後

遊離塩素消毒、年3回の過炭酸ナトリウム洗浄で清浄度に自信あり？
新規の省力化配管洗浄剤を使用したところ、洗浄中に細菌の放出が明らかに
（FCM、蛍光及び共焦点レーザー顕微鏡で核酸染色物と糖蛋白浮遊物を確認）
循環式を廃止、毎日換水型へ移行

表　省力化配管洗浄剤による洗浄工程ごとの各種指標の推移（R施設）

番号 作業工程
ATP

(RLU
1)

/0.1 mL)

Flow cytometry
(cells/mL)

レジオネラ属菌

（CFU2)/100 ｍL）
レジオネラ遺伝子
(CFU-eU3)/100 mL)

従属栄養細菌
(CFU/mL)

① 処理前 0 233 NT NT
4) NT

② 洗浄中 1 197,740 NT NT NT

③ 中和中 10 2,633 NT NT NT

④ すすぎ2回目 23 913 <10 14 230

➄ 翌朝 5 433 <10 <10 <200

1)Relative Lights Unit, 2) Colony Forming Unit, 3)  CFU-equivalent Unit, 4) Not Tested
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事例４． （循環）ろ過器の電解オゾン消毒

5年間使用したろ材からは培養法・遺伝子検査ともにレジオネラ属菌不検出

当初、オゾン不足やろ過器以外の汚染源の越流（回収槽に入って循環系に戻る位置にあり）
によりレジオネラが散見された
→越流箇所の改善後、1年以上培養法・遺伝子検査ともレジオネラ属菌ほとんど検出されず、
電解オゾン水の効果を認めた

オゾン不足（試運転） ろ過器内排水後、オゾン水供給
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事例５. モノクロラミン消毒、濃度安定
b)循環系統別、モノクロラミン濃度の推移
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モノクロラミン装置は3系統分のみ、 循環系統は４つの内の2系統を手動切り替えで対応
（それでも）モノクロラミン濃度は安定し、長期にわたってレジオネラ属菌不検出
紫外線の影響は感じない、無臭、遊離塩素と異なり消毒管理の労力低減、薬湯使用量減少
施設から消耗品のコストに満足とコメントあり

a) 施設模式図（循環4系統あり）

1ジェット浴 2歩行浴

4薬湯3冷水浴

縦方向は時間軸、横方向は消毒濃度の箱ひげ図



• 結合塩素の一種、レジオネラや宿主アメーバなどに対し消毒効果

• プールのような不快な塩素臭、消毒副生成物（トリハロメタン）が少ない

（アンモニア態窒素や有機物等のR-NH2があっても、モノクロラミンの消費は遅い）

• 欧米の水道にも利用（国内は小笠原諸島）
濃度は3mg/Lを目標（汚染された水道水の1.5mg/L、EPAの飲料水上限4mg/Lを
参考、飲用が目的ではないので、多少前後するのは構わない）
（有機クロラミン R-NHCl は消毒効果があまり期待できない）

• 機械式添加方法は市販中、手投入も可能

• pH5～10でレジオネラを抑制した実績あり

• （ただし、還元物質や硫黄等があると、塩素は不適）

HClO ＋ NH3  ⇄ NH2Cl ＋ H2O
モノクロラミンとは



都道府県や市で浴槽水等の消毒方法のひとつ
としてモノクロラミン消毒を認めているか

19

条例で認めている
条例では認めていないが、規則や要領、マニュアル等で認めている
現在は条例で認めていないが、変更する予定がある
条例等で認めていない
その他

・条例で消毒方法を規定、明記していない(5)

・条例等に記載はないが、認めている

・条例において、「市長の定めるところにより」と規定し、本市規則にて具体に規定している

・塩素系薬剤により難い場合に、塩素系薬剤を用いた場合と同等以上の消毒効果を有する

 方法により行うものとしている

・条例では、ただし書きにより、「原湯又は原水の水質その他の浴槽水の水質に応じて、

 他の適切な方法により消毒すること」を認めており、 また公衆浴場衛生管理要領において、

 モノクロラミン消毒を行う場合の規定を定めている

計
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36 100

レジオネラ症対策における監視指導の実態と課題に関するアンケート調査

2022年11～2023年2月 令和5年度環境衛生監視指導研修受講者、厚生労働科学研

究班関係の保健所等の47自治体

21自治体36保健所等から36回答



遊離塩素消毒は、アンモニア態窒素があると、
ブレークポイント処理が必要

I 型 塩素を消費する物質を含まない場合（純水等）
II 型 無機性還元性物質を含む場合（鉄分、硫化水素等）

III 型 アンモニア態窒素を含む場合

遊離塩素消毒では、浴槽や水泳プールは、
入り続ける有機物と塩素が反応する
過剰量の塩素が必要（臭いが出続ける）

結合塩素
ができる

塩素が分解してトリ
クロラミンが生じる

遊離塩素に達する



事例６. 現地で迅速検査（例FCM、2施設）の有用性

温浴施設にポータブルフローサイ
トメーターを持ち込み現地測定

２施設の現地調査に迅速検査を応用
遺伝子検査法のスクリーニングとしての有用性もあり

レジオネラ平
板培養

(CFU/100 mL)

レジオネラPCR
(＋／－)

FCM（現場測
定）

<10＋6,167浴槽1
<10＋1,857浴槽2
<10－476浴槽3
<10＋4,857浴槽4
<10＋6,095浴槽5
<10＋1,952浴槽6
<10＋571浴槽7
<10＋3,619浴槽8

レジオネラ平
板培養

(CFU/100 mL)

レジオネラPCR
(＋／－)

FCM（現場測
定）

<10－95浴槽1
<10－190浴槽2
<10－190浴槽3
<10－190浴槽4
<10－190浴槽5
<10－95浴槽6

施設A（天然温泉，遊離塩素処理）

施設B（井水沸かし湯，遊離塩素処理）



施設との対話～非培養の検査等

• 温度、泉質

• 汚染負荷の程度
（入浴者数、換水頻度、湯水の使用量、アンモニア態窒素）

• ATP
• 雑菌（フローサイトメトリー、一般細菌数、従属栄養細菌数）

• レジオネラ遺伝子検査（リアルタイムPCR、モバイルPCR、LAMP）

• 洗浄（物理的にデッキブラシで、化学的に過炭酸ナトリウム等で）

• 消毒（遊離塩素消毒やモノクロラミン結合塩素消毒）

• 塩素濃度
（DPD法遊離塩素・総塩素・結合塩素、インドフェノール法モノクロラミン）

等々



レジオネラ培養検査の
外部精度管理



レジオネラ属菌培養検査
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培養法は大きく分けて主に3工程で実施する定量試験

試料の水質などを考慮して適した検査方法を選択できる利点がある一方で、
一連の操作が検査精度に反映されるため、各検査機関の結果にばらつきが生
じる要因となっている

1. 試料水の濃縮 2. 夾雑菌抑制の前処理 3. 培地への接種

ろ過濃縮法
又は

遠心濃縮法

酸処理
又は
熱処理

GVPC
WYO他

多くの検査機関は外部精度管理に参加し、検査技術の評価を受けている

さらに、システイン要求性の確認、血清型別など行い１～２週間を要する
必要により遺伝子型別で汚染源の推定へ



日本国内で参加可能な外部精度管理
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外部精度管理の実際の手順

外部で用意された模擬試料を各施設の標準作業手順書に従って検査し、

自他施設の結果を比較する（評価方法はZスコア）

民間検査機関を中心に25年以上の参加実績あり 2024年度地衛研参加
配付試料は環境水試料に非常に近い実践的な内容

●UKHSA（英国健康安全保障庁）のEQA

●Fera（英国食料環境研究庁）のFAPAS
2023年度研究班の支援により地衛研55機関が参加、96%の機関が良好範囲内

国内実施中の島津ダイアグノティクスのレジオネラ属菌検査精度管理サーベイは、独自の検査法が指定されている
このサーベイは手技の精度確認に主眼を置いた内容となっている



詳細は
●IASR（病原微生物検出情報）
2024年7月号 を参照
https://www.niid.go.jp/niid/ja/typhi-m/iasr-
reference/2641-related-articles/related-
articles-533/12777-533r09.html
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検査機関等による、試料の採取から目的物質の測定結果
の報告までの一連の作業（検査）について、「一定の水
準が維持されているか」、「他の施設との互換性がある
か」を担保するための管理・判断の仕組みのこと

その施設内部で行う内部精度管理と第三者機関がチェッ
クを行う外部精度管理がある

内閣府食の安全委員会 用語集
https://www.fsc.go.jp/yougoshu/kensaku_bunseki.html#item080

●精度管理とは QC：Quality Control
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参考：内部精度管理の手引き

https://sites.google.com/view/legionella-resgr/internalqc
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参考：第5版レジオネラ症防止指針

https://www.jahmec.or.jp/shoseki/hanbai/Legionella05.html

外部精度管理、内部精度管理の記載あり
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UKHSAのEQA （研究班での検討）

2023年度に研究班から参加 事務手続きに課題あり
●英語での書類作成や手続きは、事務的負担大
●行政機関の多くは海外送金不可のため参加できない状況

研究班から課題の解消を関係者に要請

2024年4月より国内代理店を通じた参加手続き開始

・日本代理店の設定は可能か？ ○

・日本からの参加数増は受け入れ可能か？ ○

研究班からUKHSAへ確認



UKHSA 外部精度管理
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UKHSA（英国保健安全保障庁）が実施するEQA
External Quality Assessment of Water Microbiology Legionella Isolation from Water Samples

継続して安定的に精度管理プログラムが行われている



LENTICULE discの溶解方法は動画あり
→溶解試料を検査する

https://www.gov.uk/government/publications/
legionella-scheme-sample-instruction-sheets

日本語サポートあり

2つの試料を、それぞれ1Lに溶解して、
各施設の標準作業手順書（SOP）で
試験する

（濃縮、酸熱処理、培養、システイン要
求性や血清群の確認等）





UKHSA （G132A）



1,100 
CFU/100mL

FAPAS（LG0124） Zスコア

14,000
CFU/100mL

170,000
CFU/100mL



国内サーベイ 2022年度



ISO17043 技能試験提供者の国際認証

37

ISO17043（適合性評価-技能試験に対する一般要求事項）
・技能試験を提供する技能試験提供者の能力を証明するもの

・能力ある技能試験提供者の正式な承認であることから、信頼性のある技能試

験提供者を識別し、選定するための簡便な手段を顧客に提供するもの

公益財団法人日本適合性認定協会 https://www.jab.or.jp/service/ptp

世界の主要国ほぼ全ての主な技能試験提供者はISO17043を
取得している
ヨーロッパではISO17043の認定を取ってない技術試験提供者の外部精度管理を受ける場

合は、なぜその技術試験提供者を選んだのか明確な理由を開示する必要がある



入浴施設の衛生管理の手引き

～保健所等による現場指導を支援～



〇 入浴施設の衛生管理の手引きを作成（令和元～３年度）
目的：公衆浴場における衛生等管理要領を補完

設備の構造や具体的な管理方法等を解説
構成：総合衛生管理プログラム、一般衛生管理

〇 アンケート調査実施（令和３年度）
自治体の担当者から手引きに関する意見や要望を収集

簡易版やQ&A集の作成、チェックリスト・調査票の例示の要望

厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）
「公衆浴場におけるレジオネラ症対策に資する検査・消毒方法等の衛生管理手法の開発のための研究」

経緯

〇 簡易版等の作成（令和４～６年度）
ワーキンググループと検討会を結成して検討
簡易版、Q&A集、施設のチェックリスト・調査票、パンフレットを作成

〇 アンケート調査実施（令和５年度）

厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）
「公衆浴場の衛生管理の推進のための研究 」



保健所は、レジオネラ症の探知、
現場指導を担う、大事な連携先

40

保健所の感染症ライン（患者）、
施設指導等の環境・食品ライン（監視員）、
行政検査担当（地衛研）
の連携が必須

施設指導に入る監視員の指導レベル、認識には、
担当者によって大きな違いがあるかもしれない

３年に１回など異動が多く専門性を身につけるのは困難

→自治体の衛生部局、保健所（環境衛生監視員）を対象としたアンケート
調査により、現状を把握（21自治体36保健所等から36回答）

保健所と連携、その指導力により、浴場施設の衛生向上を狙う



41

２．監視指導に係る規定等について
2-1 監視指導を行うにあたっての規定

回答割合（％）項目

67国が定める規定「衛生等管理要領等について」等

67都道府県や市が独自に定める規定等

複数回答あり

2-2 都道府県や市が独自に定める規定等の有無

回答割合（％）
項目

なしあり

3367監視回数や指導内容等を定める「監視指導要領」「監視指導計画」等①

5050立入検査手法や監視時の指導項目等を記載した「監視指導マニュア
ル」、「監視指導手引き」等

②

3367旅館業や公衆浴場を施設を対象としたレジオネラ属菌陽性時の「対応
マニュアル」等

③

5050レジオネラ症患者発生時の「対応要領」や「対応マニュアル」等④



回答割合が高かった立入検査時の主な監視項目

42

回答割合
（%）

項目

100

施設で作成している維持管理記録（点検票、記録簿等）
浴槽水の換水頻度、逆洗の頻度、ヘアキャッチャーの清掃
頻度、循環構造の有無、サウナ室及びサウナ施設、消毒剤
の種類、残留塩素濃度の記録、残留塩素濃度検査の実施
（現地検査）、既届出内容との相違の確認

83
浴槽の清掃頻度、ろ過機の衛生状態、
衛生管理の責任者・担当者

67
シャワーヘッドの清掃頻度、配管構造、消毒剤の注入箇所、
ATP検査の実施（現地検査）

複数回答あり

３．監視指導に係る状況等について
3-5 立入検査時の主な監視項目について



3-1 監視項目や注意事項等を記載した「監視指導
票」や「チェック票」等の有無（複数回答可）

回答割
合

(%)
件数

5821都道府県や市独自の監視指導要領等の規定で定める様式がある
3312自治体独自で作成した様式がある
145職員個人が作成した様式がある
114過去の担当者が作成した様式がある
00監視指導票やチェック票はない
83その他

・各保健所支所で作成したチェック票がある

・生活衛生採点票を使用

・生活衛生採点票（優良店）

00監視指導業務を行っていないため分からない



簡易版がほしいとの
要望に答えて作成

キーポイント

設備の概要

カラー図

簡易版の作成
設備名

管理要領での
記載箇所



管 理

ﾚｼﾞｵﾈﾗ属菌が検出され
た場合の措置

次ページ



Q&Aがほしいとの
要望に答えて作成

Q&A集の作成

分 類

質 問

回 答



調査票１
（施設別チェックシート）
（浴槽別チェックシート）

入浴施設ごとの設備設置、
施設内の浴槽ごとの衛生
管理状況等の確認と
データベース作成用

47

チェックシートの作成

チェックシートや調査
票の例示がほしいとの
要望を受けて作成



調査票２
（レジオネラ関連構造
衛生管理チェックリスト）

入浴施設ごとの管理要領・
条例等への適合の確認

チェックシートの
作成



営業者向けの資料

パンフレットの
作成
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